


































































































































2.3 昭和 40年代（Cさん、島の地、男性、60歳代） 




















































































































































































































































 サトガエリに行く時期は仕事などによって異なるが、結婚式から 1 週間ほどしてからが多いよ
うである。花嫁は実家に帰るとき、まんじゅうとお神酒と風呂敷を持って行って、町内の家に配

































 サトガエリに行く時期は仕事などによって異なるが、結婚式から 1 週間ほどしてからが多いよ
うである。花嫁は実家に帰るとき、まんじゅうとお神酒と風呂敷を持って行って、町内の家に配
る。祝儀の大小によってお神酒の量を 1 升、4 合と変える。この里帰りはお針仕事、「へんだく」
（＝せんたく）とも言われ、自分の服を直すために持って帰った。また先に述べたまんじゅうな
どを「へんだくみやげ」と言うこともある。結婚儀礼に関して聞き取りをさせていただいたほと
んどの女性は、結婚したあとサトガエリを経験していた。帰った際に行ったことは人によりさま
ざまであったため、どの時代でもサトガエリは、結婚式のあとに住み慣れた実家でいったん落ち
着くことで、嫁ぎ先で新しい生活を始めるために気持ちを整える期間であったのだと思った。 
 
4．現代の結婚事情と展望 
 
 現在、このような昔から行われてきた結婚儀礼が行われることはほとんどなくなってしまった。
その理由としては、結婚式が行われる場所の変化がまず挙げられる。結納から本膳まですべてが
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自宅で行われる自宅結婚式から、昭和50年代になると、縄張りや神棚・仏壇参りなどを新郎の家
でした後に神社で結婚式を行い、そののち料亭でご飯を食べる結婚式のほうが自宅結婚式よりも
主流になった。そして現在のように2006年に金沢市に造られたララシャンス太陽の丘などのチャ
ペル様式の結婚式場が増加し、洋風の結婚式が流行したこともあって、結婚に関するすべてを自
宅の外で行う結婚式へと変わっていった。 
また、もう一つの理由として、若い人たちが進学や就職をきっかけに蛸島から市外・県外へと
出て行ってしまうこともあると言える。今回の聞き取りをした60歳以上の方たちからは息子や娘
が、進学や就職を機に蛸島を離れ、現在はその地で結婚し家庭を持っているという話を何度も聞
いた。また、最近参加した結婚式は蛸島ではなく、金沢市内のセレモニーホールで行われるため、
はるばる蛸島から金沢まで足を延ばしたというお話も聞いた。最近では結婚式をするときに、市
外や県外の関係者および親戚を呼ぶ際の交通面の利便性も考えて、金沢市内で結婚式を挙げるこ
とが多くなっているといえる。実際に聞き取りの中でも、「金沢で結婚式をするほうが楽だから」
（仲脇、男性、30歳代）といった言葉もあり、蛸島に住む人々の考え方の時代に伴った変化が影
響していると考えられる。 
このような背景は、縄張りが禁止されたことにも少なからず影響を与えたと考えられ、そうし
て人々に縄張りが目にされることは少なくなっていった。結婚式に縄張りなどの地域とのつなが
りが必要とされなくなったことで、人々の地域の中でのつながりも必然的に希薄なものになって
いったのだと思う。しかし現代において近所付き合いが全くなくなってしまったわけではない。
自宅結婚式が減り、神社やセレモニーホールで結婚式を挙げるようになってからも、結婚式の後
にはほとんどの場合まんじゅう返しが行われていた。こうして形式は簡略化されながらも、昔か
らの地域のつながりを大事にする行事は受け継がれていたのである。 
 また現在、蛸島には漁業について学ぶ多くのインドネシア実習生がすんでいる。あいさつなど
をきちんとする彼らと触れ合う蛸島の人々は、外国の人を差別することなく、とても寛容に受け
入れている。フィリピンから来た女性を奥さんにしている方なども何人かいらっしゃるそうで、
その決して裕福な暮らしをしようとはせず、切り詰めたつつましい生活をしている姿を評価して
いるそうだ。 
 
5．考察 
 
 蛸島での結婚儀礼は自宅結婚式が行われていた昭和40年代ごろまでは、縄が紅白のものから普
通のわら縄でもよくなったり、新郎が本膳に参加するようになったりと細かい変化はあったもの
の、基本的に 3 節で述べた基礎要素をすべて行うものであった。そのため、自宅結婚式が盛んで
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あった時代には結婚儀礼の一つ一つが一人の女性が一人の嫁へと変わるために必要な要素である
と考えられていたといえる。しかし昭和50年代に婦人会によるナワハリの禁止と、神社での結婚
式の増加が重なったことで、自宅結婚式の減少と自宅で行っていた儀礼が行いづらくなった。そ
れに加えて若い人たちが蛸島を出ていき、また新しい結婚式場が増加することで、結婚式自体が
外で行うものになり儀礼を行わなくなったことで、女性が嫁ぎ先の嫁になるという考え方が薄ま
っていったのだと思う。 
実際に65歳以上の人口が4割を超え、15歳未満が1割にも満たない少子高齢化状態となってい
る珠洲市において状況は蛸島町も同じであり、蛸島に残る若者は少なく、さらに地域の高齢者の
割合が大きくなるであろう。社会増減においても転出が転入を上回る年が長い間続いていて、ま
すます蛸島で新しい生活を始める夫婦が少なくなっていくことは想像に難くない。そうなると、
結婚式をすること自体が地域のつながりを強くする一助となっていた昔のようにはいかないだろ
う。しかし今回結婚儀礼を調べて分かった、時代が変わって結婚式が自宅外で行われるようにな
っても地域に深く根付く人々のつながりは、新たに地域に加わることになる家族も快く受け入れ
てくれるような温かな雰囲気を作り出しているように思えた。 
 
6．おわりに 
 
 今回の調査において、たくさんの方々に話を聞かせていただいた。「ずっと昔のことだから、そ
んなはっきりとは覚えていないよ」と言いながらも、ご夫婦で質問しあいながら思い出して、結
婚式に関して話してくださる様子は、話を聞かせていただいた私にも大変ほほえましく素敵な関
係に見えました。蛸島には「女の子3人持てば家つぶす」「蛸島に嫁は行かれん」（いずれも東脇、
女性、70歳代）という言葉があるそうで、派手で贈与が多いお金のかかる結婚式をするものであ
ったという話を聞いた。金銭面での苦労があっても、きらびやかで豪華な結婚式は、旦那が漁師
で海に出てしまってほとんど会えなくても、二人をつなぐ一生の思い出になっていたのだろうか
と感じた。また、20歳までに結婚するのが普通であり、人生において結婚は必ず通らなければな
らない道であった時代と比べると、女性の権利が確立し、女性一人でも自立して生活していける
現代において、結婚は選択肢の一つとしてとらえられるべきものになっているのかもしれないと
思いました。 
最後に、私たちを温かく迎えてくださった蛸島町の皆様、細かな質問にも丁寧に答えてくださ
ったすべての方に、心から感謝いたします。 
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